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35 ～ 45㎝、器高 40 ～ 50㎝、②口径 50 ～ 70















中 24 点、B類で 81 点中４点と胴部形態によっ
て差異が認められる点にある。図 10の A類の真
焼甕類の分布図をみると、「目跡」を持つものは










































































































































































舟町 12 － 1内の開発事業に伴う埋蔵文化財発
掘調査報告書－』
（８）内藤東甫（1789）『張州雑志』
（９）瀧田貞一（1912）『常滑陶器誌』常滑町青
年會
（10）常滑町史編纂會（1921）『鯉江方壽翁』常
12
滑市、吉田　弘『常滑焼の開拓者　鯉江方寿の
生涯』
（11）中野晴久（1996）「常滑窯の研究～近世赤
物について～」『知多古文化研究会 10　杉崎章
先生追悼論文集』知多古文化研究会
（12）近世常滑窯製品が江戸遺跡からの出土量が
僅少である背景は、資料そのものが、明治以降
も長期に利用されたために出土しない可能性が
高い。本論で取り上げた真焼甕類は甕棺として
消費されたために今日まで現存したのであろう。
（13）似内啓邦・佐々木真史他（1998）『聖寿禅
寺－南部重直墓所－発掘調査報告書』盛岡市教
育委員会
（14）中三川昇（2005）『向井将監正方夫妻墓調
査報告』横須賀市教育委員会
（15）財団法人新宿区生涯学習財団（2004）『新
宿区埋蔵文化財緊急調査報告集Ⅰ－中落合二丁
目遺跡・納戸町遺跡、蓮光寺跡・宝龍寺跡・牛
込城跡Ⅲ・四谷三丁目遺跡Ⅱ・四谷三丁目遺跡
Ⅲ・三栄町遺跡Ⅸ・百人町三丁目西遺跡Ⅶ・嶋
田左内墓所－』
（16）とこなめ陶の森資料館寄託資料
（17）とこなめ陶の森資料館寄託資料
（18）味の素株式会社（2009）『味の素グループ百
年－新価値創造と開拓者精神』味の素株式会社
（19）箍状の装飾は半胴瓶と井戸筒（いどつ）に
も施されることが多い。井戸筒は井戸側等とも
呼ばれるもので、『張州雑志』「甕竈之図」にも
描かれている。
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